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(1) 調査対象 全県下の小 ・中・ 高等学校(国公私立を合む)の児童生徒ならびに理科担当教員
(2) 調査方法 県立理科教育センターよb各学校長あてに文書で依頼
(3) 調査時期 昭和40年 10)3 5日から同 10月2 0日まで




--調査校数 応答校数 無応答校数|応 答 率寸戸'"ーL 校 8 1 3 絞 6 1 1 校 2 0 2 校 7 5.1 5 % 
中 学 校 379 2 8 7 9 2 75.72 
高等学校 9 2 8 3 ? 90.22 
計- 1，2 8 4 9 f31 303 76.40 
(表ー1) 






学 絞 61 1 校 41校 47件 570絞 6.7 1; 
中 ~ ι 校 287 48 62 239 16.7 
品 等学校 83 9 ? 74 1 0.8 












































1ガソ リン噴灯 一一- a 沼田式ガソリン噴灯を使用中、操作をあやまb、ガンリンが
噴出して、喋灯の口、周辺に引火する。
十 a 加熱中試験管ばさみを使用していなかったため陀、硫酸 ・水





















訴えたb、多量κ吸入したため呼吸困難になる。l … ……の峨糊即即ん~化伽いい…ナH川……ト川川…リ山ウμム  κ





























I-b 7-とAく (2B弾~ど)をポクツトに入れて遊んでいるうち、 摩擦Uてよ
って自然発火し、胸、足などtてやけどを負う。












































































































































































































































































































































































































o 乾電池のVョー ト比乾電池令いためるから注意する。電磁石の類を使うときには、必ずスイ y
チを備えて.不要のときは.電流を切っておく習慣をつける。なお.乾電池の薬品の洩れてきたも
のなどは、その処濯に注意をすること。

































o ~直物の くさをうすく切ると き、 両刃の完全カミソリで指を切った。











































あ と イミ き
この研究は、木県および全国における埋科学習指導に関連した事故事例謝金の結果にもとづき.事故
の発生原因と状況を検討して.各学校における事故防止対策樹立のための資料を提出しようとしたもの
である。
学校においては.なによりもそこに学ぶ児童・生徒の健康と安全とが確保されなければならないが、
この調査にみられるような事故がときどき発生し、児童・生徒の健康と玄企とがおびやかされているこ
と比まことに残念なことである。ことに、このような事故が理科学習指導に関連して比較的名く発生
しているとと.学習場面における管理と計画と指導とが適切に行なわれていたならば.ほとんどi避け得
たと思われる事故事例が多くみられることに注白しなければならないと思う。
各学校における理科の学習指導にあたって、 ζとに掲載した事故事例とその防止対策を参考にして.
どのような場合にどんな事故が起こりがちであるか、どういうことが事故発生の原因となるかを研究し
て、事故防止のための確実な具体策を各学校の実態に即して検討していただきたいと思う。
この研究を担当したのは、池田修子・渡部字威智で、執筆したのは、池田惇子である。
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